
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
七
巻
第

號

昭
和
六
十
三
年
十
二
月

親
鷺
に
お
け
る
仏
身
仏
土
観

須

藤

了

深

親
鶯
は
、
主
著
で
あ
る

『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
の
第
五

「
真

仏
土
文
類
」
に
お
い
て
、
阿
弥
陀
如
来
の
仏
身
と
仏
土
を

説

い

て

い

る
。
そ
れ

は
、
光
明
と
し
て
象
徴
さ
れ
た
、
永
遠
に
し
て
真
実
な
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
。
又
、
本
願

(阿
弥
陀
如
来
の
誓
願
)
が
成
就

(完
成
)

じ
て
成
り
立

っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

こ

の
よ

う

に

「
真
仏

土
」
と
し
て
示
さ
れ
る
阿
弥
陀
如
来
が
い
か
な
る
意
義
を
も

つ
の
か
と

い
う
こ
と
を
、
二
つ
の
視
点
を
も

っ
て
み
て
み
た
い
。

一
つ
に
は
、
真

仏
土
が
本
願
酬
報

の
報
身
報
土
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は

一
体
ど
う
い
う

こ
と
か
。

二
つ
に
は
、
そ
れ
が
光
明
と
し
て
象
徴
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
ど
う
理
解
す
べ
き
か
。

先
ず
、

「真
仏
土
文
類
」
の
冒
頭
に
は
、
「謹
テ
真
仏
土
ヲ
按
レ
ハ
、

仏

ハ
コ
レ
不
可
思
議
光
如
来

ナ
リ
、
土

ハ
マ
タ

コ
レ
無
量

光

明

土

ナ

リ
。
然
レ

ハ
ス
ナ

ハ
チ
大
悲

ノ
誓
願

二
酬
報

ス
ル
カ
故

二
真
ノ
報
仏
土

ト
日
フ
ナ
リ
。
ス
テ

ニ
シ
テ
願
イ

マ
ス
、
ス
ナ

ハ
チ
光
明
寿
命
ノ
願

コ

(
1
)

レ
ナ
リ
。
」
(原
漢
文
)
と
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に

い
う

「酬
報
」
と

は
ど

の
よ
う
な
意
味
で
あ
る
の
か
。
「
報
」
と
は
、
普
通
、
仏
教

で

言

わ
れ
る
と
き
は
、
善
悪
の
業
を
感
じ
て
果
を
得

る
と
い
う
こ
と
で
、
、有

漏

の
異
熟
因
が
異
熟
果
を
生
じ
る
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
有
漏
に
対
す

る
無
漏
、

つ
ま
り
、
清
浄
な
る
業
は
、
そ
の
よ
う
な
報
と
し
て
の
因
果

を
受
け
な
い
。
報
と
い
う
こ
と
が
、
有
漏

の
因
果
を
成
り
立
た
し
め
る

の
で
あ
れ
ば
、
報
身
と
い
わ
れ
報
土
之
い
わ
れ
る
も

の

は
、
「有
漏
の

も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「大
悲
ノ
誓
願

二
酬
報
ス
ル

労
故

二
真

ノ
報
仏
土
ト
日
フ
ナ
リ
」
と
い
う
と
き

の
報
が
、

こ
の
従
来
の
仏

教

で
言
う
意
味
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
そ
こ
に
は
、
別
の
意
味
が
見

い
出
さ
れ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
に
関
し
て
言
え
ば
、
別

の
意
味
が
見
い

出
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
親
驚
は
、
善
導

(2
)

の

『
観
経
流
』
の

「
玄
義
分
」
に
よ
っ
て
、
報

と

は
、
『無
量
寿
経
』

に
説
か
れ
る
四
十
八
願
と
そ

の
成
就
で
あ
る
と

し

て

い

る
。
特
に
、

一
一
ノ
願

二
言

ハ
ク
、
若

シ
我
仏
ヲ
得

ム
ニ
、
十
方

ノ
衆
生
我
名
号
ヲ

称

シ
テ
我
国

二
生
ソ
ト
願

セ
ム
、
下
十
念

二
至

ル
マ
テ
、
若
シ
生
レ
ス

ハ
正
覚
ヲ
取
ラ
シ
ト
」
(原
漢
文
)
と
示
さ
れ
て
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
念
仏

往
生
の
願
と
し
て
の
第
十
八
願
と
そ
の
成
就
を
も

っ
て
、
報
の
根
本
的
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意
味
で
あ
る
こ
と
を
言
わ
ん
と
し
て

い
る
。
こ

の
願

(法
蔵
菩
薩
の
願

行
)
は
、
有
漏

の
業
で
あ
る
ぽ
ず
は
な
く
、
無
漏

の
業
で
あ
り
、
別

の

言
い
方
で
す
れ
ば
、
梵
行
で
あ
る
。
四
十
八
願
と
そ

の
成
就
は
、
無
漏

業
の
因
果
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
こ

の
報

(酬
報
)
の

意
味
と
し
て
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
さ
ら
に
、
曇
鷲

(3
)

の

『
浄
土
論
註
』
の

「
性
功
徳
」
の
文
を
出
し
て
、
法
蔵
菩
薩
と
は
無

漏
の
法
性
で
あ
り
、
そ
の
性
起
に
お
い
て
阿
弥
陀
如
来

の
浄
土
が
成
立

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
、

こ
こ
に
も
、
四
十
八
願
と
そ
め
成
就

が
、
異
熟

因
か
ら
異
熟
果
が
生
ず
る
と
い
う
因
果
で
は
な
い
こ
と
を
明

瞭
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
報
と
い
う
こ
と
が
、
無
漏

の
業
に
お
け
る

因
果
等
流

の
事
実
と
し
て
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
わ

け

で
あ

る
。
ゆ
え
に
、
阿
弥
陀
如
来
と
し
て
の
真
仏
土
が
、

本
願
酬
報

の
報
身

報
土
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
清
浄
真
実
な
る
業

に
ょ

っ
て
得
ら
れ
た

果
報
仏
、
果
報
仏
土
と
し
て
あ
る
の
が
真
仏
土
で
あ
る
ど
い
う
こ
と
で

あ
る
、
果
報
仏
は
報
身
仏
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
従
来
い
わ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
は
、
そ
こ
に
具
体
的
な
人
が
得
ら
れ
て

い
る
。
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
法
蔵
菩
薩
と
は
、
ま
さ

に
本
願
に
お
い
て
、
因
果
等
流
し
て
、
無
漏
清
浄

の
身
を
得
て
、
報
身

如
来
と
な

っ
て
い
る
も
の
と
し
て
見
い
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
そ
れ
が
阿
弥
陀
如
来
の
仏
身

(あ
る
い
は
仏
土
)
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ

る
。

さ
て
次

に
、
こ
の
阿
弥
陀
如
来
は
、
光
明
と
寿
命
に
お
い
て
無
量
で

あ
る
と
象
徴
さ
れ
、
と
く
に
光
明
の
無
量
と
い
う

こ

と
が
、
『無
量
寿

経
』
に
は
十
二
光
と
し
て
説
か
れ
て

い
る
。
「真
仏
土
文
類
」
に
は
、

(4
)

こ
の
十
二
光
の
解
釈
と
し
て
、
憬
興
と
曇
鶯
の
文
を
出
し
て
い
る
が
、

(
5
)
(
6
)

さ
ら
に
、
『讃
阿
弥
陀
仏
偶
和
讃
』
ど

『
弥
陀
如
来
名
号
徳
』
に
親

驚

は
十
二
光
を
解
釈
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
関
し
て
、
法
然
の
解
釈

(7
)

も
存
す
る
。

十
二
光
と
は
、
無
量
光

・
無
辺
光

・
無
碍
光

・
無
対
光

・
炎
王
光

・

清
浄
光

・
歓
喜
光

・
智
慧
光

・
不
断
光

・(難
思
光

・
無
称
光

・
超
日
月

光
の
十
二
で
あ
る
。
こ
の
中
で
親
驚
が
重
視
し
た

の
は
、
無
碍
光
で
あ

る
。
世
親
の

『浄
土
論
』
の
表
白

に
お
い
て
示
さ
れ
た

「
尽
十
方
無
碍

光
如
来
」
の
無
碍
光
で
あ
る
し
、
十
二
光

の
中
心
は
無
碍
光
で
あ
る
と

(8
)

い
う
見
解
は
処
々
に
み
ら
れ
る
。
こ
の
無
碍
光

の
意
味
を
、
『弥

陀

如

(
9
)

来
名
号
徳
』
で
み
る
と
、

こ
の
光
は
、

一
切
の
煩
悩
悪
業
の
衆
生
を
照

ら
し
、
光
は
十
方
億
土
の
三
千
大
千
世
界
を
貫
通
し
て
、
衆
生

の
娑
婆

世
界

に
と
ど
く
、
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、

こ
の

『弥
陀
如
来
名

(10
)

号
徳
』
の
無
称
光
の
解
釈
に
、
「次
に
無
称
光
と
も
う
す
は
、
こ
れ

も

こ
の
不
可
思
議
光
仏
の
功
徳
は
説
き

つ
く
し
が
た
し
と
釈
尊
は
の
た
ま

え
り
。

こ
と
ば
も
及
ぼ
ず
と
な
り
。
ゆ
え
に
無
称
光
と

い
う
。
『讃
阿

弥
陀
仏
偶
』
に
は
、
難
思
光
と
無
称
光
を
合
し
て
、
南
無
不
可
思
議
光

と
の
た
ま
え
り
。」
と
あ
る
。

こ
の
無
称
光

の
解

釈
を
、
『
讃
阿
弥
陀
仏

(
1
1
)

偶
和
讃
』
で
そ
れ
に
施
さ
れ
た
左
訓
に
よ
っ
て
み
れ
ば
、
阿
弥
陀
如
来

ば
神
光
で
あ

っ
て
説
き
あ
ら
わ
す
こ
と
が
で
き

な
い
、
言
葉
も
及
ぼ
な

親
鶯
に
お
け
る
仏
身
仏
土
観

(須

藤
)
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親
鷲
に
お
け
る
仏
身
仏
土
観

(須

藤
)

い
、
そ
の
よ
う
に
光
が
無
限
で
あ
る
か
ら
、
阿
弥
陀
如
来
は
無
碍
光
仏

と
し
て
存
在
す
る
の
だ
、
と
示
さ
れ
て
い
る
。
阿
弥
陀
如
来
の
十
二
光

と
し
て
の
意
義
は
、
無
碍
光
、
そ
し
て
さ
ら
に
、
不
可
思
議
光
と
い
う

二
つ
を
中
心
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。
無
碍
光

・
不
可
思
議

光
と
し
て
の
阿
弥
陀
如
来
と
は
、
人
間
は
、
煩
悩
悪
業
に
な
や
ま
さ
れ

て
、
す
べ
て
分
別
と
は
か
ら
い
を
も
が

つ
、
そ
の
よ
う
な
衆
生
と
し
て

の
人
間
に
光
を
向
け
は
な
ち
、
そ
れ
が
か
た
ち
な
き
絶
対

の
光

と

し

て
、
人
間
を
こ
え
て
あ
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
が
そ
の
本
質
で
あ
る
。

「
真
仏
土
文
類
」
の
冒
頭
の
部
分
に
、
「仏

ハ
コ
レ
不
可
思
議
光

如

来

ナ
リ
」
と
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
十
二
光
と
し
て
の
阿
弥

陀
如
来
の
意
義
を
示
そ
う
と
し
た
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
煩
悩
悪

業
に
な
や
ま
さ
れ
、
分
別

・
は
か
ら
い
を
も
つ
相
対
有
限
な
る
衆
生
。

そ
れ
ら
衆

生
に
こ
そ
光
を
向
け
は
な
つ
と
い
う
絶
対
無
限
な
る
阿
弥
陀

如
来
。

こ
の
両
者
の
関
係
が
、
光
明
と
し
て
象
徴
さ
れ
る
阿
弥
陀
如
来

の
意
義
の
背
景
に
暗
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
衆
生
は
、
阿
弥
陀

如
来

の
光
明
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
お
い
て

有

限

で
あ

り
、
阿
弥
陀
如
来
は
、
衆
生
を
わ
け

へ
だ
て
な
く
照
ら
す
と
い
う
は
た

ら
き
に
お
い
て
無
限
で
あ
る
。

こ
の
有
限
と
無
限
、
相
対
と
絶
対
と
い

う
関
係
を
覚
知
し
た
と
こ
ろ
に
阿
弥
陀
如
来
が
見
い
出
さ
れ
る
の
で
あ

る
。そ

れ
で
は
、
こ
の
光
明
と
し
て
の
阿
弥
陀
如
来
が
は
た
ら
く
と
は
、

(
12
)

一
体
ど
う

い
う
こ
と
か
。
そ
れ
は
、
「心
光
」
と
し
て
示
さ
れ
る

よ

う

に
、

精

神

的

か

つ
内
面

的
事

実

で
あ

る
。

心

光

は
、

身

光

あ

る

い
は
色

光

に
対

す

る

も

の

で
あ

り
、

智

慧

で
あ

る
。

衆

生

が

光

明

と

し

て

の
阿

弥
陀

仏

に
照

ら

さ

れ

る

と

い
う

こ
と

は
、

智

慧

を

得

る
、

と

い

う

こ

と

な

の
で

あ

る
。

そ

の

こ
と

を
親

鶯

は
明

ら

か

に
示

そ

う

と

し

て

い
る

の

で

あ

る
。

1

『
親
鷲

聖
人
全
集

』
(
教
行
信
証

2
)

二
二
七
頁

(
以
下

『
親

全
』
と
略
す
)

2

『
親
全
』

(
同
右
)

二
六
七
-
二

六
八
頁

3

『
親
全
』

(
同
右
)

二
五
〇
-
二

五

一
頁

4

『
親
全
』

(
同
右
)

二
六
三
頁
、

及
び

二
五
四

二
-
五

六
頁

5

『
親

全
』

(
和
讃
篇
)

八
頁
-
十

四
頁

6

『
親

全
』

(
和
文
篇
)

二
二
五
頁
-
二

三
一
一頁

7

『
西
方

指
南
抄
』

(
上
本
)

に
、
「
法
然
上
人
御
説
法
事
-
三

部
経

の

事
-
」

と
し
て
集

録
さ
れ
て

い
る
。
『
親
全
』
(輯
録
篇
)
三
四
-
三

八
頁

8

例
え
ば
、

「
か
さ
ま

の
念
仏
者

の
う

た
が

ひ
と
わ
れ

た
る
事
」

と

い

う

親
驚

の
書
簡
、

『親
全
』

(書
簡
篇
)

四
-
五

頁
。

あ

る

い

は
、

「
唯
信

坊

に
あ
て
た
返
事
」

と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
消
息

(略

本
)
、
『
親

全
』

(
同

上
)

一
五
四
-
一

五
五
頁
な
ど
が
あ
る
。

9

『
親
全
』

(
和
文
篇
)

二
二
六
-
二
二
一七
頁

10

『
親
全
』

(同
右
)

一
ご
一二
-
二

三
二
頁

11

『
親
全
』

(和
讃
篇
)

一
三
頁

12

『
尊
号
真
像
銘
文
』

の

「
彼
仏

心
光
常
照
是
人

」
の
文

を
解

釈
し
た
と

こ
ろ
、

『
親
全
』

(和
文
篇
)
五
七
頁
。
あ

る
い
は
、
「信
文
類

」
の
後
半

の

『
浬
禦
経
』

の
阿
閣
世

の
回
心

の
と
こ
ろ
、
『
親
全
』

(教
行

信
証

1
)

二

八
六
頁
。

<

キ
ー
ワ
ー
ド
>

酬
報
、

心
光

(大
谷
大
学

大
学
院
)
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